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ｏＦＰＤ搭載Ｘ線装置の小児への応用と可能性

小田和幸
株式会社日立メディコＸＲ戦略本部
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InthecaseoIpediatricexaminationusingXrayeqllil)ment,itisnecessarytoconsider

loweringlheamountofexl〕osureasmuchaspossible､Furlhermore,theXrayequipmenthasto

providchighdiagnosticperR)rmance､II1orderto1illlflltheserequirementsanewXraydetector
whichismoresensitivelhantheconventionaloneisl]eededTheFlatPanelDetector(FPD）

whichhasrecentlybeenproducedisexpectedtobeanextgenerationXraydetectol､Thelatest

XTayequipmGntwiththisFPDmountedprovideuswithmanyadvantages,liorexamplereduction

oItheexposuretoX-rayradiation、highimagequa1ity,ａｎｄｅｘａｍｉｎａ(i()ｎｉｎａｃｏｍ[()rlable

envil-onmGnl,byusinRnewimageprocessillgandperil)heraltechnologyB
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ではないこと，大人であることなどからＸ線防謹

の方漿はいろいろ考えられるが，忠児はⅡ![|鰐Ｘ線

の被ばく対象であるためできる限り被ばく{１tを少

なくすることが必要であるしかし、Ｘ線条件を

下げるとＩ１１１ｉＰ〔も落ちるため、彼ばくのリスクを負

う以上のメリット(診IIji:IIlillll〔)を提供できなければ

ならない．

－万，1980年代初頭より，搬影画像のリアルタ

イム表示やlIIli像ネットワークの普及などからＸ線

装iiftのデジタル化が忽巡に進んできた．これに対

応するＸ線検'1)器として，透視擁影装ＩｉｒｉではLL／

CCD(Imagelntensifier/ChargeCoupledDevice)，

一般搬彫渋IifiではＣＲ(ComputedRadiography)装

涜におけるIＰ(ImagingPlate)により実現してお

り，9Ｍ【でも広く使われている．2000ｲ１１代に入る

とさらなる,〔lil11ii質化・llIiWkばく化．小剛化のため，

はじめに

医IljiTlli像診断装歓の歴史は，1895flミレントゲ

ン博士によるＸ線の発見から始まった．その後，

核医学装|趾，lid音波装慨。Ｘ線ＣＴ(Coml)uled

Tomography)袋IFlt，ＭＲ(MagllcticResonance)装

iiiiなど新しいモダリテイが'''１発されてきた．この

100年における|矢11j画像診断袋iiftの発展・１Ｍに

は１１党しいものがあり，今では，医療を行なう上

で必要不ＩｌＪ欠なものとなった．

その反Iii、それぞれのモダリティには特ｲ｢の猟ｊ

所を合わせ持つ．なかでも，Ｘ線を利用する装li'ｉ

では被検ilifや術者に放射線Iilitfl；のリスクがある．

特に，小児は↑,Yi発な成長期にありｌＩｴﾘil1i腺の感受IｿlS

が,曾iいため，Ｘ線防繊や低lMkばく化のための様々

な取り組みが必須である．術･片については彼ｆｌｊ:体
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ば球[iii状になっている．また，iIlIi像の拡大率を大

きくするため、人４Ｍiの視野を小さくすると，一

定の輝度をIil:保するためにＸ線照射雌を増やす必

要がある．１.L/CＣＤの特徴を以下にまとめる.

(1)机野が'１１形となり、ｌ１ＬＩｌｌｌｌｌはIII1i像が欠ける．

(2)透|(M像および棚}彫像は２次元平面に投影され

るため、iM1l1,;''１火ＨＩｊとｌ１ｌｉ１辺Hllの''１'で歪とwili度

堆が唯じる．

(3)２次蛍光,liiでｌＩ１１ｉ像が惨む．

１４)検,ＩＩｌ器の容Ｉｉ１ｌｉが大きい．

(5)iリリヅサイズを小さく(拡大索を大きく)すると

Ｘ線!！(!｣１１１，１；がjl1える．

(6)ihl野サイズを小さく（拡人率を大きく）すると

空'８１分解能が上がる．

(7)ＬＬは経時１１，にWilil史が低「する.

FPD(FIatPancIDe(ector:Ｘ線Wii検(1)器)が実I11

化され，これを膳,1Mtした多くのＸ線蕊irJfが製１１Ｍこ

されてきた．

新しいＸ線検,''１器であるＦＰＤを鵬Ili1iした餓新の

Ｘ線装ili1lが，lil1i像処1111技術やシステムをM'ｻﾞ成する

各ユニットでの対応を念め，小ﾘﾑ検1irにおいてど

のようにｲ1111であるかについてへＩｉＭＩＩｆする，

Ｘ線装置およびＸ線検出器の経緯

Ｘ線袋liftは'１１１，i広いlliiii床llil9でIui111されており，

主に透視iljM彩装Ｉｉｌ１ｌとW[別捗'､IlUII装IiIfに人別される．

木項では、Ｘ線袋１１'１iのタイプとそれぞれにお|ナる

臨床ニーズ，およびそれらのニーズを満足させる

技術のlllI発吻ｌｈ１について述べる!)．

1．透視撮影装置

透視Ｍｌ彩装l例はMIjl〈部ii1i化櫛;検在111のいわゆ

るＸ線テレビ袋IFiと．心ＩＭＩカテーテル検査川およ

び心臓以外の１Ｍ!;造形検在川の術鰍器検Ilf装置，

外科川透iMIAi1jll雑|i'１１に人別される．いずれも，Ｉｗｉ

ｌｌ二lqliとしてのliIli形''１１i像および迎統的なＸ線照り|に

より被'ﾉjK体の11M)態lllli像をi(｝るための装|(#'1である．

ここでは主にＸ線テレビ控liMについて述べる．

Ｘ線テレビ雑ＩｉＩｔは造11杉介11によるlzllilj「部消化管

検査を行なうための袋Ｉｈ１として，196()年代には

ほぼH１1行蝋ｉｌ１ｌの｣,1本スタイルが完成されていた．

|司様に，１１刑洲倹ｉｆ盤１１'(も196()ｲ|孟代から製Ａｈ化

されていたが，198()ｲIfI1i初蚊にI)SA渋Ｉｆｆｉが開発

され．撮影際のリアルタイム表示が実現された

このＤＳＡ(Digita]Subll･aclionAngiogral〕hy)装置

の普及とともにIVR(Inlerven(i()nalRadiology)手
技も１１級してきた．

－ﾉｌｆ上部下部iili化欄;iI11i像は空'１'1分解能と濃度

分解能の点で．DSA1111i像に比べて,(iいレベルを要

求されることからデジタル化が遅れた1990年代

初蚊，フヒイビ線放が2()00本の,1.H分解能Ｘ線テレビ

カメラが１Ｍ|発され，さらに,lidiWWiiIIII.Ｌの'111発と

ともにＸ線テレビ装||'tに１Ｍ(され，いわ'l〕)るI)Ｒ

(DigitalRadiograpby)装lif1lとして蝋,Ｗ上された．

1.1.の原'''1.ルド造は，入ⅢlされたＸ線を光に変

換し、光j'2を､|ｌ速し．２次蛍光１ｍに＃iLlr・衝突さ

せて1ﾘ1るく発光させるものである．このため'人1部

は真空となっており，容器は''1筋】則。かつ入射而

2.撮影専用装置

搬彩：lji111装lijfには、一般Mi影装風移動型Ｘ線

撮影袋Ｉｉｆ１ｌ(''１紗|〔)，乳)州1形装|汁が含まれる．こ

れらは，，１iiiⅡ:llliiとして,<i11ijWllな搬彩ｌｌｈｉ像を得るた

めの幾M11である．

ⅡＭ１膠<(j【111雑ｌｉｆｔにおけるlIiiiilｲ<ニーズは、やはりデ

ジタル化である．従>|<，M1影l111i像は琳感紙とＸ線

フイルムでIiIUA化していたが，Ｘ線フイルムでは現

像というL:数が充'１&する．そのIzlMl現像機の櫛

IM1および迦111にI１ＭするＦｌＨ１とコストをiIill減したい

という要望が,Wiまってきた．さらに，インフラスト

ラクチャとして''１１i像ネットワークの縛及もデジタル

化のⅢ逃喫Iklであるこれに）('し、1980年代初頭

に製陥化されたＣＲ渋lilfがデジタル化を実現した．

ＩＰとllfばれる新しい２次フヒセンサに欝穣された

Ｘ線照射エネルギーはＣＲ茨|間で読み,'１１iされ，画像

化される．ｉｉ/iみ{１１,した後のＩＰは蓄破されたＸ線照

射エネルギーを『ili上する必喫がある．このため，

Iilli形ごとに銃み,'1)しとiiIi上のＦ１H1と時間を要す

るＩＰ(CR袋IiT)の特徴を以｢にまとめる．

(1)カセッテljllt形が''１.能である（従来のＩｌＩｌ彩法を

適川できる)．

(2)カセッテの交換が必喫である．

(3)ＩＰのiiIil毛などの郷｣;111にⅡMするIWdl臆が必要で

ある．

(4)搬彩後，lIlli像が衣,八されるまでに時間を要す

るため．１１Ｉ.』巡のくり返し搬彩に制約がある．
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的に変換するその後．フォトダイフ１－－ドで光の

強胸を↑鴎(億+｝に変換する．Ｘ線傭報から電気|商

号を{(}るために光を介/fするため'111接変換方式と

呼ばれている．ｌｌＩ１接変換方式は光を介在させるこ

とにより,､iいS/N特性が得られる反面，MTF特

性は低いと‐･般的に-斤われている．

Ｘ線平面検出器(FPD)について

通|《兇搬影装ｉｆ'iでは1.L/CCI)，搬彩j<Wl1装|［,iでは

IＰ(CR装ｌｉｆｔ)によりデジタル化を実り,lしたが，Ⅱ.i

1IIlil【'『，低被ばく，高操作|ﾘﾐの観点から，従来の嫡

所をIAL服すべく次川:代のＸ線検}１１器への期侍が間

まってきた．本項では，新しいＸ線検'111器である

FPDについて述べる．なお，ＦＰＤは透視雌影装

lijitに搭iiiけるllM11l11i対応ll1と撮影llji1I1袋(ｉｆに裕,1iけ

る,ililklIl1i11]の２種瓶があるが原1111は'１１じである．

2.性能

ＦＰＤの性能の指|W(として，①空IAi解像度を兄る

MTF特性，②ノイズを見るＳ／Ｎ特性，③Dlii像化

できる入射Ｘ線{ｉｔを見る入川ﾉj特性，がある．

ここで，Ｉ鋤\像便を得るためには１ill1i紫のサイ

ズを小さくする必要があるが，IlIji索が小さくなる

とｌ１ｈｉ系に人9,1されるＸ線(,上が少なくなるため感度

が落ち，Ｓ／Ｎが恐くなる．MTF特性とＳ／Ｎ特性

は{;Ⅱ反するMM係にあり，全体の'’'三能バランスが

FPDのキーポイントである．／Ｍｉでは，動lIjli対Ｉｉｊｉ

)l1FPDを例にとって符特性について述べる．

ＤＭＴＦ特'性

MTF特性をFig.３に示す．１１p/､１１１で約65％，２

１p/１１１mで約30％のＭＴＦをﾘさ脱している．また，２×

211ui索ＤＩＩ算モードでは１１p/ｎ１１ｕで約55％のMTFで

あるが，が秒30画像のill1i像収集を'笈現している．

2)Ｓ／Ｎ特性

透i<MS/N特性をFig.4に示す．透視はFPI)への

入４１線Il1が少ないため，特に被写体の1｣jzい低線|,&

域でのノイズlMiWl二に課迦をｲ｢している．しかし．

様々なlllli像処111によ(）Ｌ1./CCD''１１等以｣兵の商I山iY〔

な週i<M像を表示している．なお，撮影S/N特性は

L1./CCDITi1惇である．

1．原理

ＩPPDはＸ線の強弱を瓶気I,洲に変換する機能を

排ち，ＩＩＬ':撰変換方式と間接変換方式がある．

1）直接変換方式(Fig.1）

険''１，器に入射されたＸ線の強弱をfli気lii5･の強

ljMにiil1:接変換することからiiI1:接変換方式と呼ばれ

ている,これは、ｊＩ２ｆＭ,質セレン(a-Se)などの12導

体膜の特性を利１１札てＸ線I)ｻﾞ報をil1i[接嘔気信｝)に

変換する方式である．半導体膜を挟んだf1i極のｌｌＭ

にI0kViiM度の締{illfを'111Ｈ１することにより112導

体膜から'１{成された地荷を１１１１:接電極に吸収し,!E

気僧))を得る．このため，高いＭＴＦ(Ｍ()dulation

TransferFunction)特性が得られる反|iii，Ｓ／Ｎ

(SigllalloNoiseRatio)特性は'1〔いと一般的に言わ

れている．

2)間接変換方式(Fig.2）

水方式のムリx的な原理はIL/CＣＤとl1ilじであ

る．即ち，ヨウ化セシウム(CSI)などの蛍光体を

Ｘ線入射liiに持ち，Ｘ線の強弱を光の強弱に--時
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Fig.２間接変換方式ＦＰＤの原理Fig.１直接変換方式ＦＰＤの原理
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11i11画対応型FPI)はLL/CCDと比較して．苦~「

被ばく低減するものの期待以'２ではない2Ｍ
|'iiil上illiilllFPI)はIＰと比鮫して、l11Ii像Iili報をｌ１ｉ

なうことなく人111Mに被ばく低減する（低減率

は股大60％嘘度)5.(;’7)．

3)入出力特性

入ｌ１１Ｉﾉ｣特性をFig.５に′iくす．ＬI./CCI)での雌大

人恥l･線|,(が約1ｍＲであるのに対し，FPI)への股

大人91線1,1:は約4ｍＲまでカバーできる．このた

め，一般撮影にも対liiできる性能をイルており，

被写体が薄い部位からハ1い部位までを１１１１i像化で

き，11.5い診断能を提供できる． 4.操作性

.|馳作性の指慨として，視野サイズと１Ｍ)ｌｉｊ１しを

挙げる．

1）最大視野サイズ

ＤＩＭf製品化されているＦＰＤのサイズは、動両

対》iii)11,｝瀞｣'二lIl1ilI1を含めていろいろある．

いずれのタイプでも43ｃｍ×43cl1Iサイズが股大

サイズである．

2)取り回し

I1ililtiIHiN1FPI〕では，近ｲ'二，取り1111しのよい長い

ケーブルを有する1illlWI1FPDが蝋,ＩＷ１化されてき

た．さらに，このケーブルが１１１鋪できるタイプや．

ケーブルレス(無線方式)のものも製『'ｈ１１化されてき

た．これらの可搬jM11FPDは撮影螺川装ｉｉ'iに粥戦し、

従来のカセッテlilll影と同様の使用がＩｊＩ能となる．

3.被ばく線量

Ｉ聯lkIillilHFPDの製ｉ１ｉ１ｊ１化は1998年，１li1Ⅱ111i対応型

は2000年であった．その後、1.1./CCD幾粒やＣＲ

袋riとの１kばく線'１tにI１Ｍする臨床上またはファン

トム突験による性能比'陵が多くの施設で行なわれ

てきた．その搬告i'；によると，それぞれのタイプ

のFPI)における被ばくに１１Mし．ほぼ以下の傾向

が)』られる．

億 -.-樋－｡－掴影モード

ー津透視モード

モード

0.8

Ⅷ燭

小児検査におけるＸ線装置の最新技術

小ﾘ,Lは知能１，IilUllおよび身体の点で成長過程に

あるため，Ｘ線装liftによる検査を行なう上で`様々

な|Mid脳が必要となる．小児は，，iいＩAlかせること

が|ｲ《1雌，現境の変化に対するｌ１ｕｉｌＭｿﾞ|;に乏しい，な

どを,淵識してIifjlffを行なうこと，そしてlIilよりも

Ｘ線に対する感受性が,(liいことに充分ilﾐ意しなけ

０８
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Fig.３動画対応型ＦＰＤＭＴＦ特性の１例
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ればならない

本項では，小｝,1枚代特ｲ｢のh'１怠点に対jijiしたＸ

線装iftのjItWT技術について述べる．

・パルス透脱のレートを調1盤できるため被ば

くを抑える

・Ｘ線パルス波形の虻「りを急峻にすること

で無効彼ばくを無くす

③透視i氾録

・透視像をハイビジョンモードでデジタル録iIhi

・音声とともに撮影瓜紫や内視鏡画像などと

Ｉ〕ictur(,ｉｎPicture録llhiすることによ')検侮

後に総合的な診附i:が可能

①ｌｌｌ１ｉ像処ＦＩ１

，少ないＸ線1,1でも通i<M像や１１，{影像を,ｌｏ５１Ｉ１１Ｗ〔

化する様々な技術(例：リカーシブフイルタ

処理，ダイナミックレンジ11：縮処理など）

⑤アームの２次ﾉ亡移肋

・嚥下造形検査時．アーム移釛のみで１，脳決

めできるため，位ｉｎ!決めのための透視がｲ〈蕊

⑥1U変S・ＬＤ.(Source-ImageDistance）

・Ｘ線繍蝉Ｍ;点～Ｘ線検,!H器ll1Iil3kを長くする

ことでＩＭＩkばく化と,(.ｉ匝恢化を実fI1lする

⑦グリッド

・グリッドが脱瀞できることにより低被ばく

化をサポートする

③|川1フィルタ

・lIiIi像に寄与しない'欧Ｘ線を吸収する

(2),;ｌ１ｌＩＩｌ

①FPI)膳１１iＲ

.|＃i雛や/f１度、狭窄率などの,１１．１１１１１において，

ＦＰＤは液がないためIllIi度の11.Ｊい計i11llが''1能

(3)ケアのしやすさ／アクセス性

①テーブル)/illjllのワークスペース

．特にテーブル奥に広いワークスペースを確

保し、検廠il1のリスクにｽﾞl･IijＩする

②テーブル端で検査'1J能

・テーブル端で透視・搬影ができるため検ｌｆ

Ｈｉ１境と検在効率がlfIlzする

い)安心感

①テーブル１，'i肱

・視野の|[葱方向への膨動Ⅱ『でもテーブルが

｜,H1定されているため．忠児がテーブルに手

を挟むリスクがない

・視野の横秒助時でもテーブルがlllil定されて

いるため忠児が助くことなく，安心感を'ｊ

えられる

1．Ｘ線装置から見た小児検査の留意点

小児がＸ線検査を受ける際，以下の点に留愈す

る必要がある8.9)．

(1)被ばく防融をすること！および彼ばく11tをで

きる限り少なくすること

(2)｜MiIを抑制すること．

(3)不安や緊帳感を取り除き，泣かせず、、Wiiiな

状態とすること．

(4)忠児の急激な容態変化にllliえて，ＩＩｌ１ｉ珍時の１１Ｍ

彫であってもできるだけ'1［芯にI11li像を兄る必

要がある．

2.Ｘ線装置の最新技術

前項の留意点に対IijlしたＸ線装置の雌新技術を

透視撮影狭iifiと|鮒久Iji川装IiYに分けて述べる．

1）透視撮影装置(Fig.6）

(1)低被ばく化

①FPDl馴瞼

.'｢J感度かつI｢iS/NのＸ線検,''１，器による少な

いＸ線|,iでの検肯が可能

.ｉ11形かつ大|<MHIfによ()必要な傾域を１１['１の

Ｍ１|杉でカバーできる

②パルス透視

.ｌフレーム､11りのlIiIi像が良好であるため位|冊

決めのための透il1像を,惨Illli:ＩＨに利111できる

勺=汀ﾛｮﾛ■

￣＝＝室塾..:｡Ui1WISTA

Fig6動画対応型FPD搭載透視撮影装置の１例
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1．低被ばく化

低被ばく化を実現するためには，①信号成分と

して必要な１次Ｘ線の低減，②ノイズ成分として

の散乱線の低減，に分けられる．

1）１次Ｘ線の低減

１次Ｘ線職が同じであれば，Ｘ線検|{'１器の感度

が商い方がiiIii像のS/Nは良好となる．したがって，

1次Ｘ線をできる限り低減するためには，Ｘ線検

'''１器のＸ線感度を筒める必甥がある＿'二記したよ

うに，DM了FPDの透視S/N特性は低線破域でLL／

CCDよりも劣っている．これは、ＦＰＤの各画素か

らデータを高速で読み,W,すときに発生する殖ｒｌｌｌ

路ノイズが主な妥同である．今後，電子１１．１路ノイ

ズをﾉ<Il1Fiに'1K減する技術|)M発が望まれる

2)散乱線の低減

散乱線は、画像化のために必要な１次Ｘ線が被

写体やその他の物体に当って方Ifilを変えて発生す

る２次Ｘ線である．散乱線は，本来，不要なＸ線

であり，忠児や術苛，介添者に対してはＸ線被ば

くとないＸ線検'１１１器に入射されればi1lIi武劣化の

原因となる．

散乱線を低減するには，①グリッド法,②グレー

デル法の他③圧迫により被写体厚を薄くする，

④視野を絞ることが必要である．ただし。グリッ

ド法では入射Ｘ線１１tを増やす必要があること，グ

レーデル法では拡大によるii1i像ボケが発生するこ

と．などの影粋がある．そこで、効果的な方法と

して．悦野を任意形状で必要雌小限に設定できる

Ｘ線絞りの|汁1発に期待したい'(1)．

・点滴スタンドなどの器材とテーブルが「渉

することがない

2)撮影専用装置(Fig.7）

(1)低被ばく化

①FPD搭載

・高感度かつ商S/NのＸ線検出器による少な

いＸ線錘での検査

・搬影からilHi像表示までの時間短縮により検

査時1111を短縮できる

・ポータブル化により．従来のカセッテ撮影

に対応可能

②H1ji像処理

．少ないＸ線11ｔでもIiM影像をi・HiIIliIH化する

様々な技術(例：ダイナミックレンジ圧縮

処理，マルチ周波数処理など）

(2)1t】診撮影lqli像

.１回1診rlIにＦＰＤやＣＲ読取り機を篠Ili1iし，搬

彩した現場でＩＨ１ｉ像を確認できる

・Ｗｉｔ影オーダおよび撮影iil1i像は無線ネット

ワークで送受信できるため，離れた場所に

いる主治医の判断を得て，その場でiIillMに

も対応可能

今後の可能性

小児Ｘ線検査において、今後、求められること

は，安全性や検査効率の向上も壇要であるが，①低

被ばく化，②,葛l1lJi磁化，に集約される．各項１１に

ついて今後の展Ｉ)Mについて検討する．

2．高画質化

低被ばく化を実りける上で，商画質化も必/rIと

なる．散,IiL線の除去やＸ線照射の短'1柵Ｉ化は低被

ばく化のみならず商ｌｕ１ｉ質化にも貢献するが，本項

ではｌ１ｌ１ｉ像処理による透視像および撮影像の商画質

化について検討する．

1）透視像

透視像は微弱なＸ線を連続的に照射，あるいは

ハルス状のＸ線を短い周!＃|で繰り返し照射して動

態i[iTi像を収集するこのため，Ｘ線照射;１t(mAs値）

は撮影に比べて少なくなり，被写体厚の厚い部分

では信･汁成分が減り、ノイズが目立つようになる

このノイズは．電子Iiil路ノイズとＸ線姓子ノイズFig.７静止画用ＦＰＤ搭載撮影専用装置の１例

4６



V()126Ｎ().2,2010125

が含まれている．電子回路ノイズは前項に述べた

ようにハードウェア技術の開発がキーポイントと

なるが、｛武子ノイズはオブジェクトとノイズをリ

アルタイムに見分けてノイズだけを低減する，な

どの手法の実川化が期待される''１．

2)撮影像

乳幼児に対するlilli影では低いレートで収集した

パルス透視からキャプチャしたi1lli像でも診断能は

確保できる．学童に対しては，Ｘ線条件をili11限し

たIjM彫が必要となるが，このとき，以下の点に配

慮できる機能が望まれる．

（１）胸部や腹部撮影に際し，呼気または吸気のタ

イミングにlr1Wjして搬影できる

(2)誤嚥した異物を1当1動的に､|;111)１１｢するＣＡＤ(Com‐

puterAidedDiagnosis)機能

(3)'ＩＸ部搬彩時に臓器やｲi灰化の特定が行なえる

高い濃度分解能の砿保

(4)微小なｆ１折を表現できる高い空間分解能
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まとめ

Ｘ線装ｉｆによる小児検査において，Ｘ線被ばく

をできる限りlIl1えることと診ＩＩＩＴに供されるｌ１Ｈｒを

確保することの両立が必須であり，そのための股

新技術について述べた．この|i[|反する命題を実現

するために，商効率のＸ線検ｌＵ器とｌＩｌｌｉ像処理技術

がキーとなる．近年，製品化された次'11代のＸ線

検,ＩＨＩ器であるＦＰＤを携1ljiした袋i；ｌｉは、透悦搬影

装Wiに仇111される動画対応Uuと蝿影専１１]装陵に終

iliRされる静｣上I1l1i11]があり新しいiU1i像処理技術や

周辺技術の開発とともに，従来のＸ線装置を越え

る性能を有している．

被ばく低減と商iim恢化はＸ線装iiYにおける永遠

のテーマであり、様々な方向から検討を加え．メ

ディカルとエンジニアが密接に連概して技↑illj開発

を継続的に進めなければならない．
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